
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月は学園祭の時期です。1学期までの学びを発表する機会もあり、GE ではこれを機会に自らの学びを振り返り、思いを綴る活動をしています。この

活動を通して、自分や友だちの思いが深まり、本当に自分が大切にしたいことが見えてくるのではないかと考え、取り組んでいます。とは言え、考え

てばかりの時間では煮詰まることも事実。GE らしく学びをまとめるために出てきたのが「すごろく」です。全てのコマを GE メンバーが体験した内容

で作りました。どんなすごろくが完成したか…これからご報告します。 

2024 年 11 月  

毎年、学園祭ではグレートアースで「体験したこと」「そ

こで感じたこと」「気づき」などをひとりひとりが深め

る時間を大切にしています。楽しい体験の中で気づい

たことは、研ぎ澄まされた感性で発見したことであり、

彼ら自身がみつけた本物です。その気づきを丁寧に深

める時間がこの学園祭での取り組みです。書いてみた

り、描いてみたり、話してみたり、友だちのものを見聞

きしたり…そのような時間が自身の気づきを深め、大

切なことが明確になります。 

GE では様々な形で思いを綴ってきました。「歌」「詩」

「カルタ」と表現はその年のカラーで行っています。今

年のメンバーはとにかく遊ぶことが大好き！そうであ

れば、自分たちの思いも遊びの中で伝えられるのでは

…ということで、すごろくを作ることにしました。 

まずは、「GE といえば！」というお題から一言で語っ

てもらいました。そしてなぜその言葉が出てきたか…

を掘り下げていきました。 

GE といえば「遊び」「自然」「食べる」「命」「自分の

気持ちを伝えるところ」などメンバーの気づきをどん

どん出していきます。すると、メンバーの思いはいくつ

かのテーマに分かれていました。そして、メンバーは自

分が一番表現したいテーマのグループに分かれ、各々

そのテーマですごろくのマスを作り始めました。その

内容は自分自身が経験したことです。そして、裏はその

思いをその人自身が語ります。その語りが結構大切で

す。なぜ、楽しかったのか…なぜ、なぜ…と自身の思い

を振り返りました。そうしてできたのが、この巨大すご

ろくです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 「知らない」からスタート

したけど、たくさんの経験

から色んなことを感じた

よ！というメンバーの思い

を込めたスタート「未知」 

たくさんの経験からどんな

生き方をしたいか考えた。

「未来」を作るのは私た

ち！という意味がある！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土･水･光=地球の力で育つ植物

たちを食べ、地球の力を胃袋で

感じる時間です。今年度は「生

き物の落し物」を活用し、命の

循環に気づける機会となりまし

た。「地球は旨い！」 

観てるだけではわかならい。自らの

身体と心で遊ぶ世界がそこにはあり

ます。体験して感じた感性は本物を

見抜く感性に繋がっていくように思

います。体験➡気づき➡深める、を

大切に。 

自らの感性で見つける➡気づき➡考える 

遊べる心は気づく心に繋がっているよう

に思います。森で遊べば「植林・天然

林」の違いに気づいていました。まずは

「気持ち～」から始まり「あれ？木が違

う」「キノコが違う」と気づきます。そし

て「どうしてだろう？」と考え、今の地

球の置かれている状況を実感しながら学

ぶ時間となりました。 

遊べる心は気づく心に繋がっているよう

に思います。森で遊べば「植林・天然

林」の違いに気づいていました。まずは

「気持ち～」から始まり「あれ？木が違

う」「キノコが違う」と気づきます。そ

して「どうしてだろう？」と考え、今の

地球の置かれている状況を実感しながら

学ぶ時間となりました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年のノーベル平和賞を日本原水爆被害者団体協議

会が受賞したことを受け、改めて、広島・長崎で何

が起こったのかを知る時間をもうけました。 

被団協が今、ノーベル平和賞を受賞した意味を考え

ながら、長年、核廃絶の活動をしている広島の被ば

く者であるサーロー節子さんの絵本を読みました。

2 学期の授業が終わっている時期でもあり、授業時

間外でしたが、聞きたい！という人が集まり開催。 

この絵本は、サーロー節子さんの被ばくのお話しの

みでなく、サーロー節子さんが被ばくから立ち上が

り、同じ悲しみを繰り返さぬために、未来に向かっ

て生きていくことを語っています。これからの未来

を何を大切に、どう生きていきたいか、考える時間

となりました。未来が希望となるよう、私たちので

きることを考えました。この日は、まず知ること、

そして命に思いを寄せる時間を大切にしました。 

被ばく者の方々が伝えてくれたことをどう受け止

め、どんな未来を生きていくか。それは私たち次第

です。 

編
集
後
記
（
さ
） 

毎
週
木
、
金
曜
日
で
行
っ
て
い

る
授
業
の
Ｇ
Ｅ
。
前
半
は
思
い

切
り
遊
び
「
お
も
し
れ
ぇ
」「
楽

し
い
」
と
い
う
活
動
が
多
数
あ

り
、
高
校
生
た
ち
は
心
が
踊
り
、

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
少
し
ず
つ
命
や
自
然
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
を
学
び
始

め
ま
し
た
。
悲
し
い
歴
史
、
現

状
に
目
を
背
け
ず
、
真
摯
に
命

と
向
き
合
う
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

一
緒
に
悲
し
む
時
間
も
あ
り
ま

し
た
。
少
し
苦
し
い
時
間
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
緒
に
悲
し
め

る
気
持
ち
が
あ
る
の
は
、
体
験

の
中
で
素
晴
ら
し
い
命
と
出
会

い
、
魅
力
的
な
自
然
を
知
っ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
教

え
て
も
ら
っ
て
悲
し
む
の
で
は

な
く
、
自
ら
の
体
験
か
ら
感
じ

た
感
情
で
は
な
で
し
ょ
う
か
。 

彼
ら
が
実
体
験
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。 

後
半
の
学
び
で
は
、
体
験
し
、

知
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
か

ら
生
ま
れ
た
自
身
の
思
い
を
、

ど
う
未
来
に
繋
げ
て
い
く
の
か

…
そ
ん
な
問
い
か
け
も
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

未
来
を
創
る
の
は
私
た
ち
自
身

だ
か
ら
で
す
。 

一
年
間
の
学
び
を
積
み
上
げ
て

い
く
と
、
徐
々
に
自
分
自
身
の

願
い
が
生
ま
れ
て
く
る
高
校
生

た
ち
。
そ
の
思
い
を
振
り
返
る

の
が
後
半
戦
の
学
び
で
大
切
に

し
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
力
強
い
命
と
出
会
い
、

圧
倒
的
な
大
自
然
に
身
を
置
い

て
き
た
彼
ら
の
感
性
は
、
決
し

て
悲
し
み
の
歴
史
の
色
に
は
染

ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
悲
し

み
に
目
を
向
け
る
心
を
持
ち
、

同
じ
悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
希
望
を
持
っ
て
生
き

て
い
け
る
感
性
が
育
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

㋅になると行う、沖縄戦の学び。太平洋戦争末期の沖縄の悲

劇から、命と向き合う時間です。そして、今もなお続く、沖

縄の現状にも触れました。多くの人の命が失われ、現状では

基地問題が残り、人間だけでなく、多くの生き物たちの命も

危機にあります。そのことに始めた触れたメンバーも多くい

ました。 

これは沖縄だけの問題ではありません。私たちの問題です。

未来を創る一員として、どんな未来を望むのか…高校生なり

に、少し考える時間になったのではないでしょうか。 

学校近くのとある岩場に、毎年

ハヤブサが子育てをする場所が

あります。ハヤブサが必死に繋

いでいる命の現場を訪問しまし

た。生き物たちが実際さに子育

てをしている現場を訪ねる機会

は、高校生たちにとって感動の

世界。可愛らしいヒナの姿にも

見惚れていましたが、命を繋い

でいこうとするハヤブサたちの

力強さも感じたようです。 


